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れとは別 思想の系譜が権かに存在 た と 関し 、何か言うことが必要であるかもしれない。それはフランス おける数学の哲学の系譜である。その系譜は、
加世紀初頭当時のドイツやイギリス





























































































確認する。そこでは主に、位相幾何学におけ 複体とそ 補空間の∞白丹江数の閤の双対性の が行われる。第
においては、
数学のリアリティが 不完全なものから出発して完全なもの 定義する方法 可能性の中に見出されることが論じら そこでは例えば、ガロワ理論におけ 類体論が考察される。また、第四章 、代数関数と類体論における「存在定理い径宮芯
goq2582
が呉


































































































の緊急性こそが論理的な理論に相対的なア・プリオリであ 、数学の哲学の役割とは、「 論のロハ中で演じられる論理的なドラマの意識を捉えること」であるとされる。では、こ ような連繋するほ含聞とはど ようなものであるのか。
それは例えば、この著作でも取
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